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東京大学大学院新領域創成科学研究科環境学研究系｢環境デザイン統合教育プログラム｣ 
千葉大学大学院融合理工学府創成工学専攻都市科学専攻｢公共建築設計｣+｢建築デザイン演習Ⅱ｣or｢設計インターンシップⅡ｣ 

東京理科大学｢建築設計スタジオ 2C｣ 
筑波大学｢社会工学ワークショップ I/II｣ 

 
UDCK+柏の葉国際キャンパスタウン構想連携プログラム／柏市協力プログラム 

 

都市環境デザインスタジオ2022 
Urban Design Studio 2022 

 

１．スタジオの主旨・目的 

1-1 大学連携・地域連携によるスタジオ 

都市環境デザインスタジオは、これまでつくばエクスプレス沿線『柏の葉地区』を対象に、地区スケ

ールのデザインを含む実践的演習を実施してきました。特に、『柏の葉アーバンデザインセンター

（UDCK）』と連携し、東京大学、東京理科大学、千葉大学、筑波大学の沿線大学の共同開催により、

市民、自治体、企業との討論や公開講評会を通じ、特色あるスタジオとしての成果を上げてきました。 
 

1-2 地区スケールのデザインを学ぶ 

居住者の属性やライフスタイルの変化に応じて、地域のニーズや課題は時代と共に変化していきま

す。本スタジオはフィールドに出て地域を解読することから始めます。居住者のニーズや生活パタン

を把握し、都市の成り立ちや都市構造の解読を通じ、自然と共生した地域の可能性を追求していきま

す。 
 

1-3 都市を解読し、知る 

また、都市を知ることとデザインすることは表裏一体です。本スタジオでは、都市環境デザインに求

められる力として、都市を解読する方法を習得しつつ、現状の課題解決と共に予測し得る未来の都市

活動をより魅力的にする地域社会の発展と都市環境のデザインの提案を行いますが、重要なのは将来

予測に基づくサステナブルな都市のデザインです。 
 

1-4 スタジオの目的 

本スタジオでは特に、以下のデザイン力を習得することを目的とします。 
1) 都市の未来を構想し、現実を変えていく戦略を練る力 
2) 空間を計画し、デザインする力、政策を立案し制度を設計する力 
3) 分かりやすく相手に伝える力、そして議論し説得する力 

 

 

 

「まちをつなぐ移動空間のデザイン」 

Design of space for mobility to connect the town 
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２．課題『まちをつなぐ移動空間のデザイン』 

2-1 課題の背景 

柏の葉国際キャンパスタウン構想 

柏の葉地区には、東京大学、千葉大学をはじめとする教育研究機関が立地し、2005 年 8 月につ

くばエクスプレスが開通してからは鉄道駅を中心とした都市開発が進められてきました。2008 年

3 月には「柏の葉国際キャンパスタウン構想」が策定され、同構想に掲げられた目標や方針に基づ

き、UDCK を中心に様々な都市開発やまちづくりの活動が進められてきています。 

 同地区における都市開発は、駅を中心とした区画整理事業による道路基盤整備や土地の整序の

進行に合わせて、駅中心部から外周部へと拡張して開発が進められていきます。インフラ整備と

土地の整序が完了した街区から順次、住宅や各種施設が建設されていきますが、広大な地区に住

宅や各種の施設が整備され、市街地が形成されていくには、長い時間を要します。個々の街区や

敷地においても計画から施設整備の過程を経て施設が建設され、現在は都市活動が活発化してい

く区域が広がっている段階です。一方で多くの緑地が整備され、郊外らしい快適な空間を形成し

ています。 

 

2-2 課題内容 

１）柏の葉の周辺の概況 

同構想が策定されてからの 5 年間は、住宅建設を中心とした居住環境の整備に力が注がれてき

ました。すでに駅周辺には一万人以上の住民が超高層住宅などに入居しています。2014 年にはゲ

ートスクエアがオープンし、ホテル、商業施設、オフィス棟の複合機能が立地するようになり、

2018 年には新たな中学校が開校するなど、人々のくらしが定着してきました。 

柏の葉の駅周辺は、鉄道の駅と近郊のエリアの開発として、ある一定の姿が見えてきました。

柏の葉キャンパス駅周辺で生活し、そこから通勤するというこれまで通りのライフスタイルの

方々と、柏の葉で働きくらす方々の両方を取り入れながら、これまでとは違う様々な取り組みを

取り入れて開発が進められています。 

こうした郊外住宅地としての開発だけでなく、柏の葉キャンパス駅周辺では、最新のスマート

シティを目指して、様々な取り組みが行われています。2019 年 5 月には、「Society5.0」の実現に

向けた国土交通省「スマートシティモデル事業」の先行モデルプロジェクトにも選ばれています。 

 

２）まちをつなぐ移動空間のデザイン 

今回の課題は柏の葉キャンパス駅周辺エリア全体を対象として、まちをつなぐ移動空間をデザ

インすることとします。 

柏の葉キャンパス駅を中心としてすすめられてきたこのエリアは、周辺に魅力的な緑地などが

ありつつ大学や研究所などの働く場所と住居が開発され、様々な人々が活動しています。しかし

ともすれば自宅と駅の往復、勤務や通学の場所と駅の往復だけの生活になりがちです。また、商

業施設等に外部から訪れる人々の行動範囲も目的地だけになりがちです。 

 エリア全体としては、駅を中心の一つとして街路などの計画がなされています。しかし、開発

が進んだ柏の葉キャンパス駅周辺では、様々な場所と空間が分散して配置されており、エリア全

体の魅力を向上させるために、まちをつなぐ移動空間をあらためてデザインすることが重要だと
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いえます。どこをつなぐと魅力的になるか、安全かつ快適で楽しい移動とは何か、それらによっ

てどのようなまちに生まれ変わるのか、ということを課題を通してあらためて考えたいと思いま

す。 

具体的には、まちをつなぐ移動空間のシステムを提案し、それによって変わる地区全体のマス

タープランを描いた上で、詳細な提案を個別敷地や空間で行ってください。 

(1)まち全体をつなぐシステムを提案する。 

(2)提案内容を表現するために、個別の敷地や空間の詳細設計を行う。 

 

 

 
「柏の葉駅周辺エリア」 
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３）まち全体をつなぐシステムを考える（第１ステップ：対象エリアの選定と全体のデザイン） 

 柏の葉キャンパス駅周辺では様々な用途の開発が行われ、緑地なども整備されています。まち

の魅力向上のために、それらをつなぐシステムを提案するのがこの課題です。 

 具体的には以下のことを提案します。 

・まちの魅力向上のために重要と考える要素を複数とりあげ、それらをつなぐシステムを考え、 

提案する。 

 例）駅から比較的近いエリアの歩行空間の充実 

駅から少し離れた柏の葉公園や東京大学をつなぐ 

アクアテラスやこんぶくろ池などの緑地をつなぐ 

・歩行だけでなく自転車やそのほかのモビリティとの組み合わせを提案してもかまわない。 

・既存の建築物や緑地を改修する提案でもかまわない。 

・提案は、ゾーニング図、コンセプト図、ダイアグラムなど、自分たちの案を説明しやすい 

表現を工夫する。その際に駅、幹線道路、既存の環境との関係を示す。 

・柏の葉の現状、関係するエリアの現状のデータなどを読み込み、地域の特性を考える。 

 

４）具体的な場所等の詳細デザイン（第２ステップ：個々の移動空間・敷地における計画・設計） 

 第 1ステップで提案した全体のシステムのうち重要な空間を選び、具体的な空間を設計します。 

・特定の街区・敷地を選び、建築・ランドスケープデザインを提案する。 

・提案の実現に関わるソフトのサービスやシステムの提案も含める。 

・事業スキーム、運営体制等を提案する。 

・コンセプトの説明、図面、パースなどで表現する。提案の内容によってスケールは考える。 

・提案に伴うマネジメントがどのようになるかも、検討して示す。 

 
3．スケジュールおよびプレゼンテーション 

3-1 基本スケジュール（下記を原則とします。） 

・グループ作業で行ないます。 

・エスキース、講評、講義：火曜日 4・5 限 15:00～18:30 

場所・方法：オンライン、一部対面 

・グループ別作業：月・火曜日 4・5 限 15:00～18:30 

場所・方法：オンライン（グループごとに工夫） 

（時間割が異なるので各大学の教員と相談すること） 

 

3-2 詳細スケジュール（参加者の進捗状況によって適宜調整） 

【第１段階】対象エリアの設定、対象エリアの分析と将来像の立案 

10 月 11 日（火）15:00～（オンライン）ガイダンス、課題説明、敷地の概況説明 

            昨年度の成果紹介、柏の葉国際キャンパスタウン構想の概要説明 

（10 月 11～17 日    （現地）UDCK 柏の葉キャンパス駅周辺の現地視察（各自小人数で実施）） 

10 月 18 日（火）15:00～（オンライン）課題・敷地に対して考えたことを説明（パワポ 1 枚程度）。 

エスキース、地域の課題の検証 
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10 月 25 日（火）15:00～（オンライン）個人発表（取り組みたいテーマなどを発表、パワポ 1～2 枚）、

グループ分け、グループでテーマ・提案対象地区・街区選定の検討 

11 月 1 日（火）15:00～（オンライン）グループごとに作業、エスキース 

11 月 8 日（火）15:00～（オンライン）グループ発表 

発表課題：コンセプトの設定、敷地分析、計画方針まで 

発表方法：パワーポイント (各グループ 10 分) 

発表コンテンツ：１）分析結果：対象エリアの分析 

２）将来像設定：生活像・空間像の設定 

３）計画コンセプト：テーマ、方針、戦略、ダイアグラム、概念図、スケッチ 

 
【第 2 段階】対象エリアでの全体計画の立案 

11 月 15 日（火）15:00～（オンライン）エスキース 

11 月 22 日（火）15:00～（オンライン）エスキース 

11 月 29 日（火）15:00～（対面とオンラインの併用を検討）中間講評会 

発表課題：コンセプト、敷地分析、居住・活動像、空間像とマネジメントのアイデアまで 

発表方法：パワーポイント（ppt10 分）、模型 

発表コンテンツ：１）現状分析と位置づけ：柏の葉地区の将来像と対象区域の位置づけ 

２）シナリオ：空間像と整備・マネジメント方策 

３）コンセプト：テーマ、方針、戦略、ダイアグラム、概念図 

４）デザイン：対象区域の配置計画、施設概要、スケッチ 

５）メソッド：実現と維持のためのマネジメントの仕組み、組織、方法 

 

【第 3 段階】施設・空間デザイン、マネジメント仕組みの立案 

12 月 6 日（火）15:00～（オンライン）エスキース・ミニプレゼン（ppt10 分） 

12 月 13 日（火）15:00～（オンライン）エスキース 

12 月 20 日（火）15:00～（対面とオンラインの併用を検討）学内講評会（UDCK を検討） 

発表課題：敷地分析から施設・空間デザインまで 

発表方法：パワーポイント、模型 

発表コンテンツ：１）現状分析と位置づけ：柏の葉地区の将来像と対象区域の位置づけ 

２）シナリオ：空間像、形成プロセス、整備計画 

３）コンセプト：テーマ、方針、戦略、ダイアグラム、概念図  

４）デザイン：対象区域の配置計画図、施設計画図、動線計画、スケッチ 

 

【公開最終講評会に向けての作業】プレゼンテーションの作成 

1 月 10 日（火）15:00～（オンライン）プレゼンテーション作成（パワポ、Ａ０パネル、刊行物） 

1 月 17 日（火）15:00～（オンライン）プレゼンテーション作成（パワポ、Ａ０パネル、刊行物） 

1 月 24 日（火）15:00～（オンライン）プレゼンテーション予行演習 

1 月 28 日（土）13:30～（対面とオンラインの併用を検討）一般公開最終講評会（UDCK を検討） 

発表課題：敷地分析から施設・空間デザイン 
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発表成果物：パワーポイント、Ａ０サイズパネル、模型、刊行物ページレイアウト 

発表コンテンツ：上記講評会と同じ（学内講評会から一般に向けてバージョンアップしたもの） 

 
４．関連情報、参考文献 

・環境デザイン統合教育プログラム HP  https://iedp.site/ 
・柏の葉アーバンデザインセンターHP http://www.udck.jp/ 

柏の葉国際キャンパスタウン構想  https://www.udck.jp/town/KCTI2019web.pdf 
イノベーションキャンパス地区のまちづくりビジョン https://www.udck.jp/design/003443.html 

・スマートシティ関連 https://www.kashiwanoha-smartcity.com/ 
 
５．受講生 

 東京大学、千葉大学、東京理科大学、筑波大学の大学院生。行政や企業も参加する場合もあります。

空間をベースに議論や提案、計画、設計を行いますが、人文社会学系の学生も習得が可能なプログラム

です。狭義のデザイン、即ち、都市や建築、外部空間の空間設計能力だけを問うものではありません。

無論、基本的なデザインスキルを身に付けることやスキルアップを図ることは可能です。指導スタッ

フは幅広く充実しています。 
 
６．指導陣 
・第１線で活躍する専門家と教員などで構成される充実した指導陣です。 

・東京大学（全体の指導、講評等） 

清家 剛（新領域創成科学研究科社会文化環境学専攻 教授、建築構法） 

出口 敦（新領域創成科学研究科社会文化環境学専攻 教授、都市設計） 

山下博満（非常勤講師、日本設計、建築家） 

三牧浩也（東京大学特任研究員、UDCK 副センター長、都市設計） 

馬場隆行（UDCK ディレクター、建築設計） 

池田晃一（東京大学特任研究員、建築設計） 

清水 亮（新領域創成科学研究科社会文化環境学専攻 准教授、社会学） 

三浦詩乃 （東京大学特任助教、都市計画） 

・千葉大学、東京理科大学、筑波大学の教員（指導、講評等） 

鈴木弘樹（千葉大学大学院工学研究院創成工学専攻建築学コース 准教授、建築計画） 

秋田典子（千葉大学大学院園芸学研究科 教授、都市計画、景観計画） 

伊藤香織（東京理科大理工学部建築学科 教授、建築設計、都市計画） 

渡辺 俊（筑波大学システム情報系 社会工学域 教授、建築計画） 

村上暁信（筑波大学システム情報系 社会工学域 教授、緑地計画） 

・スタジオ・アドバイザー 専門的な観点から指導をしていただきます。 

黒澤寿彦（UDCK ディレクター） 

・ティーチング・アシスタント（TA） 

于 沐（ウ モク）、中馬 百合子、劉 倩君 

（東京大学大学院新領域創成科学研究科社会文化環境学専攻（清家研究室）） 
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７．単位の認定（各大学の教員と確認） 

・東京大学大学院新領域創成科学研究科 環境学研究系共通科目・環境デザイン統合教育プログラム 

「都市環境デザインスタジオ」：４単位 

・千葉大学大学院融合理工学府創成工学専攻（建築学コース） 

「公共建築設計」＋「建築デザイン演習Ⅱ」または「設計インターンシップⅡ」：計 4 単位 

・東京理科大学大学院理工学研究科建築学専攻「建築設計スタジオ２C」：４単位 

 なお、東京理科大学の学生が参加したグループから 2 組程度の作品が「UNGA BOOK」（東京理科大学 

理工学部建築学科・理工学研究科建築学専攻の年間作品集）に掲載される予定です． 

・筑波大学「社会工学ワークショップⅠ/Ⅱ」 
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柏の葉キャンバスタウン
歩くことで街を発見する

背景
柏の葉キャンパス駅周辺には公園や商業施設、豊かな自然など多くの魅力的なスポットにあふれている。一方で、それらの
魅力的なスポットは点在しており、周知されていない。
There are many attractive spots around Kashiwanoha Campus Station, including parks, commercial facilities, and 
nature. However, since these spots are scattered throughout the area,they are not well known to the general public.

歩行のポテンシャル

1. ゆっくりとした速度_周辺の景色や特徴を発見し、楽しむことが出来る。
2.シームレスな行動変化_興味を持った対象に即座に対応が可能(撮影や訪問など)

1.  Slow speed _Ability to discover and enjoy surrounding landscapes and features
2. Seamless changes in behavior_Ability to respond immediately to objects of 
interest (e.g., shooting, visiting)

提案案
『キャンバス』＝魅力を目立たせることで、魅力を発信する構造物

Canvas = a structure that highlights the attractions and transmits it to people

街の魅力を際立たせる『キャンバス』を配置する。
キャンバスによって、歩行者は街の魅力を発見する。

Place a "canvas" that highlights the atraction of the city.
The canvas allows walkers to discover the atractions of the city.

キャンバスが育つ
STEP1 STEP2 STEP3

歩行者や周辺住民が
魅力に気がつく

SNS などの発信で
さらに遠くまで魅力が伝わる
＃柏の葉キャンバス

魅力を発見した 1人による
小さなキャンバスの配置

魅力に気づいた人々の
クラウドファンディングで

キャンバスが進化
さらなるキャンバスの進化

『キャンバス』は増殖し、拡張する

柏の葉の魅力に気が付かせるための仕組みが必要である。

Kashiwanoha needs an opportunity to make people aware 
of its attractiveness.

KASHIWAN
OHA

柏の葉公園

こんぶくろ池
自然博物公園

Group No.1

片山雅也 Masaya Katayama  千葉大学大学院
本澤慶人 Keito Honzawa        千葉大学大学院 

佐藤咲良 Sakura Satou            東京大学大学院
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「枠」：歩行にまつわる姿勢の要素

「面」：魅力にまつわる要素

登る くぐる 座る

景色を切り取る 書く 飾る

＋

デザインコンセプト：魅力を発見・発信するためのキャンバス

STEP1　魅力を発見させるキャンバス

STEP2　魅力の発信と共に進化するキャンバス

キャンバス構成要素の規格化
キャンバスの構成要素を規格化し、多様性と統一感を両立
Standardization of canvas components for both diversity and uniformity

市民が制作に参加できるような簡易なもの

ベンチ レンタル傘立て

サイン付き 道向け 交差点向け

魅力的な景色や施設、商品を
歩行者の目に止まらせる工夫
Devices to make walkers notice attrac-
tive views, facilities, and products

歩行に伴う疲労の軽減。また、歩行
自体を楽しませる物理的な工夫
Reduction of fatigue caused by walking
Also, physical devices that make 
walking itself enjoyable

a

a:b=1:15
例：a=30mmの時 b=450mm

b

b

a

・部材断面の長さ (a) と格子の辺の長さ (b) の比 (a/b = 1/15) に設定
　全体的なプロポーションを統一
Ratio of the length of the member cross section (a) to the length of 
the lattice edges (b) (a/b = 1/15) to unify the overall proportions.
・格子の色を白に設定
　周辺環境との調和を図りつつ、まとまったデザインを施す。
Set the lattice white to blend in with the surrounding environment 
while making it stand out for its attractiveness.

White Color

「小キャンバス」

「中キャンバス」 「大キャンバス」

柏の葉公園 こんぶくろ池

柏の葉キャンバス駅

柏たなか駅

流山おおたかの森駅

D

C

E
F

G

H
I

A

B

柏の葉公園 こんぶくろ池

柏の葉キャンバス駅

柏たなか駅

流山おおたかの森駅
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魅力を発見・発信するキャンバス①
ホワイトフレームによって構成されるキャンバス空間

Canvas is mainly 
conceived by citizens 
and produced and 
operated by the 
operating corporation 
with partner facilities.

キャンバスは主に市民
によって発案され、協
力機関と連携した運営
法人が製作・管理する。

魅力を発見・発信するキャンバス②

マネジメント

景色を切り取る 書く 飾る

歩道に配置された壁にアートを描く。
穴がくり抜かれることにより隣の壁が見える。

景色を切り取り、柏の葉の自然を知覚する。
自分のお気に入りの場所を見つける。

ランダム配置の花壇が彩りをリズミカルにする。
通路幅の変化により、花との距離感が変わる。

格子状の門の連続により、
人々を公園内へ引き込む。

カフェでは木陰で様々な
人と談笑し、交流できる。

格子状の本棚の 間から
自然が垣間見える。

緑を望みながらゆっくり
休憩できる足湯スペース一号近隣公園前に象徴的に建ち、活動を生み出す。

外部空間

内部空間

ホワイトフレームによって構成されるキャンバス建築

魅力の発信者
民間企業市民

キャンバス候補地の提案

出資・場所の提供

キャンバスタウン　運営法人

出資

製作に参加

クラウドファンディング

キャンバスの製作

キャンバスの維持管理

　　　UDCK
千葉大学・東京大学

柏の葉キャンパス駅前
　まちづくり協議会

デザイン

イベント企画

協力機関

「キャンバス」
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キャンバスのある風景

展望

キャンバスは広がり続け、新たな「キャン
バスタウン」が誕生する。

キャンバスタウンは柏の葉キャンパス駅
周辺にとどまらない。魅力発見と発信の
サイクルは拡大を続ける。

Town is not limited to the Kashiwanoha. 
The cycle of discovering and communi-
cating the attractions expands.

The canvas continues to expand and a 
new "canvas town" is born.

病院

駅

病院

駅

現在の歩行空間
かけだし横丁やイベント開催など、
駅からT-SITEまで人流が誘導される。

房の駅
地産品や地元アーティストの作品、
イベント関連グッズなどを展示

アクアテラスからKOIL 16 Gateへの道
アクアテラス訪問者が
楽しみながら他の商業施設へ誘導される。

駅

People is directed from the station to the T-
SITE for events and Kakadashi Yokocho.

Local products,works by local artist,
and event-related goods on display.

一号近隣公園
居心地の良い空間を提供し、多様な
人々のゆるやかな交流の場所となる。
It provides comfortable space and casual
interaction among a variety of people.

Aqua Terrace vistors are directed to other
commercial facilities while enjoying.
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